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の経年受診者より発見された膵悪性腫瘍 32 例と 2008-2011 年の事
後管理で把握された膵臓中間期癌 8 例計 40 例であり、US 所見と
生化学検査結果を検討した。発見悪性膵腫瘍は 32 例で、膵管癌 12
例、膵神経内分泌腫瘍 5 例、膵管乳頭粘液腺癌 2 例、報告記載不備






























【対象】　2010 年 4 月から 3 年間に当施設で胃 X 線検査を受けられ


































【方法】１．平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日に 1 日人間
ドックを受診した26,114名を対象に記録件数と作成理由を調査。２．
平成 26 年 3 月 18 日～平成 26 年 3 月 31 日に発生した記録（28 件）
についての時間調査。３．記入上の問題点についてスタッフのフォー
カスグループインタービュー（以下 FG）を実施。
【結果】記録件数は、951 件（3.6％）で、男性が 647 件（68.0％）
を占めた。年代別では 50 歳代 321 件（33.8％）、60 歳代 270 件（28.4％）
の順に多かった。頻度は、1 日平均 3.5 件（1 ～ 12 件）、理由を多
い順にみると血圧高値 246 件（25.9％）、インスリン治療中 139 件
（14.6％）、胸痛、腹痛等の自覚症状 74 件（7.8％）であった。記録
























【方法】＜対象＞婦人科検診に従事する看護職 11 名、医師 2 名及び










46.9 秒から 13.9 秒に減り、33 秒短縮できた。その要因として、転
記がなくなり、確認作業が簡易になったことが挙げられる。介入後
のＦＧの結果、「転記が省けてよかった」等の意見が得られた。
【考察】今回の取り組みから、事前業務の時間短縮と確認作業の負
担を減らすことができたと考えられる。また、婦人科コメント欄を
追加したことで、事前情報を詳細に把握することができ、オプショ
ン検査のお勧めや検査時の受診者への対応に活かすことができた。
更に、ＦＧ実施後、婦人科情報について重複して情報収集する必要
がなくなった。このことから、問診者と婦人科検診スタッフの情報
共有・連携強化につながったと考えられる。
